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　2019. 第 67 号 2

委員会報告
●
議
第
99
号　

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ

き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
元
産
品
を
活
用
し
た
新
た
な
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
に
、
旧
高
島

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
無
償
で

貸
し
付
け
す
る
も
の
。

問　

こ
の
施
設
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
事
業
を
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

事
業
の
市
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
。

答　

無
農
薬
野
菜
や
有
機
野
菜
を
使
用

し
た
発
酵
食
品
の
製
造
事
業
の
申
し
出

が
あ
り
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
や
地
元
雇
用
の
創
出
、
地
元
野
菜
の

利
用
や
農
業
生
産
者
の
育
成
な
ど
、
遊
休

施
設
の
活
用
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の

分
野
へ
の
広
が
り
も
期
待
で
き
ま
す
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決

す
べ
き
も
の

●
議
第
100
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

今
津
町
椋
川
に
あ
る
「
お
っ
き
ん
椋

川
交
流
館
」
の
指
定
管
理
者
に
「
結
い

の
里
・
椋
川
」
を
指
定
す
る
も
の
。

問　

こ
の
施
設
は
、
か
や
ぶ
き
屋
根
や

い
ろ
り
が
あ
る
な
ど
特
殊
な
構
造
で
あ

る
。
防
火
の
観
点
に
お
い
て
、
施
設
の

所
有
者
と
し
て
の
市
の
役
割
は
。

答　

市
は
公
共
施
設
の
所
有
者
と
し
て

の
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日

常
的
に
は
指
定
管
理
者
が
施
設
事
業
計

画
書
に
基
づ
く
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
に
よ
っ
て
適
正
に
管
理
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決

す
べ
き
も
の

●
請
願
第
１
号　
「
饗
庭
野
演
習
場

で
の
実
弾
射
撃
訓
練
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

○
請
願
要
旨

　

平
成
30
年
11
月
14
日
、
饗
庭
野
演

習
場
で
の
実
弾
射
撃
訓
練
中
に
起
き

た
着
弾
事
案
に
つ
い
て
、
３
年
前
の

重
機
関
銃
の
民
家
貫
通
事
案
が
発
生

し
た
際
に
は
、
市
は
厳
重
抗
議
を
行

い
、
覚
書
き
締
結
含
め
て
対
処
し
て

き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
再
び
こ
の
よ

う
な
深
刻
な
事
案
が
発
生
し
た
。
自

衛
隊
は
日
本
の
平
和
と
安
全
、
国
民

の
生
命
や
財
産
を
守
り
災
害
時
に
は

救
助
活
動
等
、
そ
の
任
務
は
極
め
て

崇
高
で
あ
り
、
日
夜
厳
し
い
訓
練
を

重
ね
技
術
を
高
め
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
訓
練
は
周
辺
住
民
な
ど
の

安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対
条

件
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
実
弾
に

よ
る
射
撃
訓
練
は
行
わ
な
い
こ
と
で

し
か
安
全
確
保
は
な
い
。

○
請
願
事
項

　

饗
庭
野
演
習
場
に
お
け
る
各
種
実

弾
射
撃
訓
練
中
、
屋
内
射
撃
場
を
除

き
、
今
後
演
習
場
内
で
の
全
て
の
実

弾
射
撃
訓
練
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

採
決
の
結
果　
「
賛
成
少
数
」
で
不

採
択
と
す
べ
き
も
の

総　務
常任委員会

委員長　秋永　安次

可決
すべき

本会議での討論
請
願
第
１
号　
「
饗
庭
野
演
習
場

で
の
実
弾
射
撃
訓
練
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

　
　
　賛
成
　
　
　
　
　

是
永　

宙

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
重
な
っ
て

も
、
演
習
場
外
に
被
害
が
及
ば
な
い

抜
本
的
な
対
策
が
な
け
れ
ば
、
演
習

場
に
近
接
す
る
住
民
は
安
心
し
て
暮

ら
せ
な
い
。

　

発
表
さ
れ
た
再
発
防
止
策
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
実
弾
演
習
に
つ
い
て

は
行
う
べ
き
で
な
い
。

　
　
　賛
成
　
　
　
　
　

森
脇　

徹

　

射
撃
距
離
が
２
k
m
余
り
し
か
な

く
、
集
落
や
生
活
道
路
が
隣
接
し
て

い
る
演
習
場
で
実
弾
射
撃
す
る
こ
と

の
可
否
調
査
が
陸
自
の
原
因
究
明
で

は
不
十
分
。

　

組
織
責
任
も
不
明
確
で
あ
り
、
再

調
査
が
必
要
。
安
全
対
策
の
徹
底
は

実
弾
禁
止
で
こ
そ
実
現
で
き
る
。

　
　
　反
対
　
　
　
　
　

磯
部　

亜
希

　

高
島
市
議
会
と
し
て
、
再
発
防
止
と

安
全
対
策
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書
を

全
会
一
致
で
採
択
し
、
す
で
に
国
へ
提

出
し
て
い
る
。

　

防
衛
省
か
ら
の
報
告
で
は
原
因
究
明

と
、
再
発
防
止
策
が
徹
底
さ
れ
る
内
容

で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
請
願
に
対
し
て

反
対
で
あ
る
。

不採択と
すべき

旧高島学校給食センター
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委員会報告
●
議
第
102
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て（
マ
キ
ノ
林
間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
議
第
103
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
高
島
市
農
林
水
産
物
直
売
・

食
材
供
給
施
設
お
よ
び
処
理
加
工
施
設
）

　

今
年
度
末
に
指
定
管
理
期
間
が
満
了

す
る
商
工
観
光
部
が
所
管
す
る
２
施
設

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の
適
否
を
判

断
す
る
も
の
。

問　

道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠
に
お
い
て

は
、
出
荷
量
の
確
保
と
併
せ
、
売
り
場

面
積
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

観
光
施
設
と
し
て
の
魅
力
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
集

客
拡
大
を
図
る
た
め
、
売
り
場
面
積
を

拡
張
し
た
い
と
い
う
思
い
は
持
っ
て
い

ま
す
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●
議
第
104
号　

財
産
の
処
分
に
つ
き
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
新
旭

井
ノ
口
共
同
作
業
所
）

　

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
図
り
、

地
元
住
民
が
主
体
的
に
利
用
す
る
農
業

用
施
設
と
し
て
引
き
続
き
活
用
で
き
る

よ
う
、
地
元
井
ノ
口
区
に
譲
与
す
る
こ

と
に
つ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

意
見　

施
設
の
譲
与
に
あ
た
っ
て
は
、

火
災
保
険
等
の
加
入
な
ど
必
要
な
引
き

継
ぎ
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
、
適
切
な
維

持
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
促
さ
れ
た
い
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●
議
第
105
号　

浄
化
槽
に
係
る
汚
泥
お

よ
び
し
尿
の
処
理
事
務
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

●
議
第
106
号　

下
水
汚
泥
処
理
の
事
務
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
き
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

汚
泥
等
の
処
理
事
務
委
託
に
関
し
、

滋
賀
県
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
規
約

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
滋
賀

県
琵
琶
湖
流
域
下
水
道
事
業
が
、
企
業

会
計
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約

の
内
容
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●
議
第
110
号　

高
島
市
熱
供
給
施
設
条

例
お
よ
び
高
島
市
熱
供
給
事
業
特
別

会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

　

高
島
市
熱
供
給
施
設
の
設
置
後
13
年

が
経
過
し
主
要
な
機
器
が
耐
用
年
数
を

迎
え
る
こ
と
、
ま
た
隣
接
す
る
介
護
予

防
施
設
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該

施
設
を
本
年
度
末
に
廃
止
す
る
に
あ
た

り
、
関
係
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

意
見　

費
用
対
効
果
な
ど
、
当
該
熱
供

給
施
設
を
廃
止
す
る
に
至
っ
た
要
因
に

つ
い
て
十
分
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
今

後
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す
べ

き
も
の

●
議
第
111
号　

高
島
市
農
地
お
よ
び
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

地
方
自
治
法
第
224
条
に
基
づ
き
本
市

が
実
施
す
る
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
か
か
る
分
担

金
を
定
め
る
本
条
例
に
つ
い
て
、
受
益

者
の
定
義
を
他
の
類
似
条
例
と
同
様
の

表
記
に
改
め
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●
議
第
101
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

安
曇
川
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
新
た
に
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
を
行
う
こ
と
か
ら
、
指
定

管
理
者
に
「
一
般
社
団
法
人
高
島
市
体

育
協
会
」
を
指
定
す
る
も
の
。

問　

 

新
た
な
事
業
計
画
の
内
容
は
。

答　
「
加
盟
団
体
と
連
携
し
て
、
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

や
滋
賀
の
ス
ポ
ー
ツ
大
使
な
ど
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
し
ょ
う
へ
い聘し
て
、
競
技
力
向
上

の
取
り
組
み
を
行
う
」
と
指
定
管
理
の
候

補
者
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決

す
べ
き
も
の 文教福祉

常任委員会
委員長　福井　節子

産業建設
常任委員会

委員長　大槻　ゆり子

可決
すべき

可決
すべき
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委員会報告
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
事
業

●
被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業

 

７
９
４
万
円

　

台
風
21
号
に
係
る
被
災
世
帯
（
住
家

が
全
壊
ま
た
は
半
壊
）
に
対
す
る
生
活

再
建
支
援
金
を
計
上
。

●
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業

１
０
４
６
万
円

　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
防
災
設
備
な
ど
に
係
る
改
修
の
支
援

金
を
計
上
。

●
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業

３
２
５
６
万
円

　

台
風
21
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

業
施
設
・
農
業
機
械
等
の
修
繕
経
費
に

対
す
る
補
助
金
を
計
上
。

特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算

●
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
特
別

　

会
計

  

９
３
８
万
円

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
金
へ
の

積
立
金
を
計
上
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決

す
べ
き
も
の

予　算
常任委員会
委員長　万木　豊

静
岡
県
「
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、「
ｆ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
（
エ

フ
ビ
ズ
）」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

行
政
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

今
か
ら
約
10
年
前
に
設
立
さ
れ
た

中
小
企
業
の
支
援
拠
点
で
あ
り
、
現

在
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル

と
し
た
「
○
○
ビ
ズ
」
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
ｆ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ

（
エ
フ
ビ
ズ
）」
は
、
企
業
か
ら
「
新

し
い
市
場
を
開
拓
し
た
い
」「
今
の

事
業
を
さ
ら
に
大
き
く
成
長
さ
せ

た
い
」「
経
営
の
課
題
を
解
決
し
た

い
」
な
ど
の
相
談
に
対
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
販
路
開
拓
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
質
の
高
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
、
地

元
企
業
を
再
生
・
成
功
へ
と
導
い
て

い
ま
す
。

相
談
を
受
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
専
門
性
の
高
い
人
材
を
獲

得
す
る
た
め
、
年
間
１
２
０
０
万
円

と
い
う
高
額
の
報
酬
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
契
約
も
１
年
毎
に
更
新

と
、
必
ず
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

高
い
専
門
性
と
同
じ
目
線
に

立
っ
た
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
が
企
業
の

再
生
、
さ
ら
に
は
地
域
の
活
性
化
に

も
繋
が
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
の
多

い
高
島
市
に
お
い
て
も
、
大
い
に
参

考
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
視
察
先

〇
環
境
省
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
に

係
る
先
進
事
例
の
紹
介
お
よ
び
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

行
政
視
察
報
告

可決
すべき


